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配達の問い合わせ

購読の申し込みは

唐津ゆかりの学生寮を運営する「久敬社」理事長
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も
支
え
て
き
た
。
自
身
も
寮
卒
業

古賀 栄
ニ ュー ス・ 話題 は

佐賀総局
を雪ftヨ軍0952(26)718'今

年
６
月
、
首
都
圏
で
学
ぶ
学

生
向
け
の
寮

「久
敬
社
塾
」

（川

崎
市
）
を
運
営
す
る
公
益
財
団
法

人

「久
敬
社
」
の
理
事
長
に
就
任

し
た
。
　
　
一

久
敬
社
は
１
８
７
８
（明
治
１１
）

年
、
旧
唐
津
藩
主
小
笠
原

！
家
の
私

邸
の

一
室
に
開
設
。数
年
後
、上
京

と

が

ち
勝
ち
…
」
。
序
文
を
読
む
と
平

常
心
を
取
り
戻
し
、

「落
ち
る
気

が
じ
な
く
な

っ
た
」
。
結
果
は
合

格
。

「入
れ
て
く
だ
さ
い
■
と
塾

監
に
頼
み
込
ん
だ
。

大
学
時
代
は
剣
道
部
に
所
属

し
い寮
と
大
学
を
往
復
し
た
。唐
韓

出
身
の
寮
生
と
唐
津
く
ん
ち
の
曳

陣
を
手
作
り

ひ
し
、
近十
↑
の
商
店
街

禍
も
加
わ
り
、
寮
生
確
保
は
簡
単

で
は
な
い
。

「入
寮
者
を
増
や
す

こ
と
が
私
の
使
命
」
と
自
任
す
る
。

寮
生
は
男
子
大
学
生
に
限
定
し

て
い
た
が
（
来
年
度
か
ら
女
子
や

専
門
学
校
生
も
受
け
入
れ
る
こ
と

を
決
断
。
女
性
専
用
の
浴
室
を
新

設
す
る
な
ど
受
け
入
れ
態
勢
を
整

え
つ
つ
、
１
万
枚
の
チ
ラ
シ
を
作

製
し
、
県
内
の
高
校
に
配
り
歩
い

て
い
る
ギ
全
国
か
ら
人
が
集
ま
る

東
京
に
進
学
す
れ
ば
、多
く
の
出

会
い
が
あ
る
。
経
済
的
理
由
で
東

京
行
き
を
あ
き
ら
め
か
け
て
い
る

人
に
も
寮
費
が
割
安
な
久
敬
社
の

存
在
を
知

っ
て
ほ
し
い
」
。熱
い
思

い
を
胸
に
、勧
誘
の
日
々
が
続
く
。

◇
　
　
ヽ
◇

来
年
度
は
男
子
１０
人
程
度
、
女

一古
若
干
名
を
募
集
。
寮
費
は
月
２

万
５
千
円

（税
込
み
）
～
”
賄
い

は
朝
食
２
４
０
円

（同
）
、
夕
食

４
８
０
円

（同
）
。
推
薦
入
試
合

格
者
な
ど
を
対
象
に
し
た
第
１
回

締
め
切
り
が
１２
月
１０
日
、
第
２
回

締
め
切
り
は
来
年
２
月
２０
日
。
久ヽ

敬
社
塾
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
め
る
。
同
塾
＝
０
４
４

（９

６
６
）
１
０
９
３
。

！
　
　
　
　
　
　
（野
村
創
）

映
画
の
名
曲
な
ど
演
奏
・

３０
Ｂ
に
佐
賞
市
の
浪
漫
座

佐
賀
市
柳
町
の
浪
漫
座
で
３０

日
午
後
７
時
か
ら

「
ロ
マ
ン
テ

イ
ツ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」

（音
楽

ク
主
催
）
が
開
か
れ
る
。
佐
賀

出
身
の
杉
野
明
子
さ
ん

（
フ
ル

「
卜
）
や
探
川
り
え
さ
れ

（サ

ツ
ク
ス
）
も
出
演
す
る
。
当
日

は

「ひ
ま
わ
り
」

「
ラ
イ
ム
ラ

イ
ト
」
な
ど
映
画
音
楽
の
名
曲

の
浦
崎
健
治
さ
ん
は

「新
型
コ

ロ
ナ
で
疲
れ
た
心
を
音
楽
で
癒

や
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

チ
ケ
ッ
ト
は
大
人
２
千
円
、

一島
梗
生
以
下
１
５
０
０
円

（１

ド
リ
ン
ク
付
き
）
。
リ
ー
ブ
ル

芝□2□

生
。
「４
年
間
お
世
話
に
な

っ
た
。　
で
子
ど
も
と
曳
い
た
こ
と
も
あ

恩
返
し
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。　
　
る
。
毎
年
１０
月
は
同
郷
人
が
集
ま

入
寮
は
１
９
６
８
年
。
き
っ
か
　
る
客
昼
原
か
ら
つ
く
ん
ち
」も
開
い

け
は
早
稲
田
大
進
学
を
目
指
し
、
　

た
。
「み
ん
な
で
酒
も
飲
ん
だ
し
、

買

験
宿
泊
」
を
し
た
こ
と
だ
っ
　
勉
強
も
さ
せ
て
も
ら
つ
た
」
。青
春

た
一
前
夜
、
緊
張
で

一
極
も
で
き
　
時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出
だ
。

な
か
っ
た
。
落
ち
込
ん
で
い
た
と
　
　
卒
業
後
、
唐
津
に
戻
り
、
家
業

き
、
寮
に
あ
っ
た
本
が
目
に
っ
い
　
の
家
具
店
を
継
い
だ
。
理
事
長
を

た
。
ネ
パ
ー
ル
の
８
千
肝
級
の
山

引
き
受
け
た
の
は
（
寮
生
確
保
に

ア
ン
ナ
ナ
ル
ナ
に
初
登
頂
し
た
フ
　
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら

ラ
ン
ス
人
登
山
家
が
書
い
た

「処

だ
。
当
時
側
人
近
く
い
た
寮
生
は

女
峰
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
」
だ
っ
た
。
　

現
在
約
１０
人
。
唐
津
出
身
者
以
外

「頂
上
へ
の
努
力
（
絶
対
へ
の
努
　
に
門
戸
を
広
げ
て
い
る
が
、
少
子

力
の
う
ち
に
、
人
は
お
の
れ
に
打

化
や
学
生
の
地
元
志
向
に
コ
ロ
ナ

（３
１
）◇

こ
の
コ

ト
を
５
紺

ン
ト
し
ま

や
住
所
ネ

７
歳
去

ら
も
明
ス

育

っ
て
方

良
く
ね
。
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入
寮
生
を
確
保
す
る
た
め
奔
走
す
る
古
賀
栄

一
さ
ん

(午前 6時 後 8時)
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